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本
書
は
、
著
者
の
劉
玲
芳
さ
ん
が
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究

科
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
中
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
（
三
一
九
頁
）。
構
成
は
三
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
部　

身
装
文

化
の
相
互
認
識
、
第
二
部　

身
装
文
化
の
相
互
摂
取
（
一
）
男
性
の
部
、

第
三
部　

身
装
文
化
の
相
互
摂
取
（
二
）
女
性
の
部
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
部
で
は
一
八
七
〇
年
代
の
開
港
期
よ
り
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
お

い
て
、
中
国
人
の
日
本
の
衣
文
化
に
対
す
る
認
識
（
第
一
章
）、
お
よ
び

日
本
人
の
中
国
の
衣
文
化
に
対
す
る
認
識
（
第
二
・
第
三
章
）
に
つ
い

て
、
日
記
や
貿
易
資
料
、
新
聞
雑
誌
記
事
や
書
籍
に
も
と
づ
い
て
論
じ

る
。
第
二
部
で
は
主
に
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
、
日
本
の
歌
舞

伎
役
者
や
男
性
知
識
人
の
「
支
那
服
」
着
用
（
第
四
章
）、
来
日
し
た
中

国
人
男
子
留
学
生
の
断
髪
・
和
服
・
学
生
服
（
第
五
章
）、
そ
し
て
日
本

の
学
生
服
が
い
か
に
し
て
中
山
装
へ
と
至
っ
た
か
（
第
六
章
）
が
明
ら

近
代
東
ア
ジ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
史

構
築
へ
の
扉

森　

理
恵 
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か
に
さ
れ
る
。
第
三
部
で
は
女
性
の
衣
服
に
視
点
を
移
し
、
一
九
〇
〇

～
二
〇
年
代
に
来
日
し
た
中
国
人
女
子
留
学
生
の
衣
文
化
お
よ
び

一
九
二
〇
年
代
に
中
国
で
流
行
し
た
「
文
明
新
装
」（
第
七
章
）、
一
九

一
〇
～
二
〇
年
代
に
中
国
で
流
行
し
た
、
日
本
の
束
髪
に
似
た
「
東
洋

髻
」（
第
八
章
）、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
女
性
に
み
ら
れ
る
「
支
那
服
」

の
流
行
（
第
九
章
）
を
論
じ
る
。
中
国
と
日
本
、
女
性
と
男
性
の
あ
い
だ

を
軽
や
か
に
行
き
来
し
な
が
ら
、
明
快
で
わ
か
り
や
す
い
構
成
を
と
っ

て
い
る
。

　

な
お
、「
身
装
」
と
い
う
や
や
聞
き
慣
れ
な
い
術
語
で
あ
る
が
、
国

立
民
族
学
博
物
館
の
「
身
装
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
、
同
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
創
始
さ
れ
た
大
丸
弘
、
高
橋
晴
子
の
両
氏
が
著
書
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
著
者
は
「
身
装
」
が
「
服
装
・
髪
型
・
し
ぐ

さ
」
を
指
す
と
す
る
高
橋
晴
子
の
定
義
を
踏
ま
え
、「
身
装
」
と
い
う

劉
玲
芳
著

近
代
日
本
と
中
国
の
装
い
の
交
流
史

―
―
身
装
文
化
の
相
互
認
識
か
ら

相
互
摂
取
ま
で　
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概
念
で
服
装
、
髪
型
、
身
体
意
識
を
論
じ
る
と
す
る
（
二
頁
）。
評
者

は
残
念
な
が
ら
こ
の
概
念
を
完
全
に
理
解
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、

衣
文
化
、
服
飾
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
言
葉
で
代
用
で
き
る
と
考
え

る
の
で
本
稿
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
こ
と
を
お
許
し
願

う
。
ま
た
、「
支
那
」
の
つ
く
語
に
つ
い
て
著
者
は
「
今
日
で
は
不
適

切
な
呼
称
で
あ
る
が
（
略
）
歴
史
的
用
語
と
し
て
使
用
し
た
」（
vii
頁
）

と
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
も
こ
れ
に
従
う
。

　

さ
て
、
本
書
の
意
義
と
し
て
、
著
者
は
終
章
で
「
近
代
東
ア
ジ
ア
視

点
か
ら
日
中
両
国
に
お
い
て
、「
身
装
」
を
媒
介
と
し
て
両
国
の
交
流
を

論
じ
」
た
こ
と
と
、「「
服
装
の
近
代
化
＝
洋
服
」
と
い
う
固
定
的
な
見
方

を
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
案
」
で
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

（
二
九
七
頁
）。
こ
の
二
点
は
ま
さ
に
、
評
者
が
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
服

飾
史
を
考
え
る
上
で
そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

一
点
目
の
「
近
代
東
ア
ジ
ア
視
点
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
近
年
、

そ
の
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
民
族
主
義
に
規
定

さ
れ
た
一
国
史
・
一
民
族
史
で
は
な
く
、
人
々
の
交
流
の
実
態
を
見
据

え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
叙
述
の
必
要
性
が
多
く
の
分
野
で
再
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
研
究
で
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
ど
の
時

代
に
お
い
て
も
、
現
在
の
国
境
の
枠
内
で
叙
述
を
完
結
さ
せ
る
無
意
味

さ
は
多
く
の
研
究
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
く
に

衣
文
化
の
接
触
や
交
流
は
人
の
移
動
に
伴
っ
て
必
ず
生
じ
る
現
象
で

あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
史
の
分
野
で
は
、
管
見
で
も
、
韓
国
で
は
既
に

二
〇
一
一
年
に
韓
国
・
中
国
・
日
本
の
服
飾
史
を
通
史
と
し
て
一
冊
に

ま
と
め
た
、
ホ
ン
・
ナ
ヨ
ン
、
シ
ン
・
ヘ
ソ
ン
、
イ
・
ウ
ン
ジ
ン
共
著
『
韓

中
日　

東
ア
ジ
ア
服
飾
史
』（
教
文
社
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
英
語
圏

で
は
二
〇
一
八
年
に
「
東
ア
ジ
ア
大
衆
文
化
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
巻
と
し

て
キ
ョ
ン
ヒ
・
ピ
ョ
ン
、
ア
イ
ダ
・
ユ
ン
・
ウ
ォ
ン
共
編
『
近
代
ア
ジ

ア
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
権
力
』（Palgrave 

M
acm

illan

）
が
発
行
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
各
地
の
研
究
者
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
の
近
代
化
を
様
々
に
論
じ
て
い
る
。
学
術
雑
誌
の
特
集
と
し
て
も

二
〇
一
七
年
にInternational Journal of Fashion Studies

の
四
巻

二
号
で
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
東
ア
ジ
ア
―
―
文
化
翻
訳
と
東
ア
ジ
ア
視

点
」
が
編
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
全
体
に
視
野
を
広
げ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
交
流
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
の
「
ア
ジ
ア

港
湾
都
市
に
お
け
る
実
験
的
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」（Port 

C
ities: M

ulticultural Em
porium

s of Asia, 1500-1900, A
sian C

ivilizations 

M
useum

, 2016, pp.64-79

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
上
、
題
名
等
は

拙
訳
）。
評
者
も
及
ば
ず
な
が
ら
「「
キ
モ
ノ
」
表
象
の
民
族
主
義
と
帝

国
主
義
」（
福
田
宏
、
後
藤
絵
美
共
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
学
５
「
み
え
な
い
関

係
性
」
を
み
せ
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
）
で
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
様
な

キ
モ
ノ
表
象
を
論
じ
た
。
本
書
は
こ
う
し
た
国
際
的
な
研
究
潮
流
に
位
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置
づ
け
ら
れ
る
。
本
書
の
出
版
を
契
機
に
、
東
ア
ジ
ア
視
点
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
研
究
が
日
本
語
圏
で
も
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

二
点
目
の
「
服
装
の
近
代
化
＝
洋
装
化
」
と
い
う
固
定
観
念
の
払

拭
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
者
に
と
っ
て
は
急
務
で
あ

る
。
例
え
ば
江
戸
時
代
の
人
々
の
多
く
が
、
現
代
の
日
本
で
和
服
と
呼

ば
れ
て
い
る
よ
う
な
衣
服
を
着
て
お
り
、
現
代
日
本
の
人
々
の
多
く
が

洋
服
を
着
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
服
装
の
近
代
化
は
、

和
服
が
洋
服
に
変
わ
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
和
服

は
和
服
で
近
代
化
し
た
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
服
装
も
一
九
世
紀
か
ら

二
〇
世
紀
に
か
け
て
近
代
化
を
遂
げ
た
。
中
国
服
も
同
様
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
で
近
代
と
呼
ば
れ
る
時
期
に
、
多
く
の
衣
文
化
が
接
触

と
交
流
を
繰
り
返
す
な
か
で
近
代
化
し
、
現
在
に
至
っ
た
と
見
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。
本
書
は
み
ご
と
に
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　

で
は
次
に
、
著
者
の
論
点
の
う
ち
、
評
者
が
強
く
興
味
を
持
っ
た
い

く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
何
と
言
っ
て
も
面
白
い
の
は
中
山
装
の
源
流
の
解
明
で
あ
ろ

う
（
第
六
章
）。
日
本
で
「
人
民
服
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
現
在
で
も

社
会
主
義
国
の
首
脳
陣
な
ど
が
身
に
着
け
て
い
る
あ
の
服
は
如
何
に
し

て
誕
生
し
た
の
か
？　

中
国
で
孫
文
の
号
を
冠
し
て
「
中
山
装
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
、
孫
文
が
日
本
滞
在
中
に
学
生
服
や
軍

服
を
見
て
考
案
し
た
、
あ
る
い
は
英
国
の
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
、

な
ど
と
漠
然
と
言
わ
れ
て
き
た
。
著
者
は
そ
の
曖
昧
な
状
況
に
多
く
の

資
料
を
駆
使
し
て
果
敢
に
切
り
こ
み
、
丁
寧
に
謎
を
解
き
明
か
し
て
い

く
。
そ
の
途
上
で
読
者
は
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
認
識
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

的
転
回
を
迫
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
あ
の
詰
襟
の
、
い
わ
ゆ
る
「
学
生

服
」
は
洋
服
な
の
か
和
服
な
の
か
？
「
人
民
服
」
は
洋
服
な
の
か
中
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国
服
な
の
か
？　

洋
服
だ
と
か
和
服
だ
と
か
中
国
服
だ
と
か
い
う
認

識
と
区
別
の
何
と
曖
昧
で
あ
る
こ
と
か
！
（
第
九
章
で
は
中
国
服
が
「
洋

服
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
日
本
の
事
例
も
出
て
く
る
）。
そ
れ
に
し
て

も
一
九
二
五
年
の
孫
文
の
死
後
、
商
業
主
義
も
手
伝
っ
て
帽
子
、
腕
時

計
、
レ
コ
ー
ド
、
劇
場
に
至
る
ま
で
「
中
山
○
○
」
と
「
中
山
」
を
名

前
に
つ
け
る
こ
と
が
流
行
す
る
な
か
で
「
中
山
装
」
と
い
う
名
称
も
定

着
し
た
と
い
う
の
は
目
か
ら
鱗
で
あ
っ
た
。

　
「
文
明
新
装
」
や
「
東
洋
髻
」
の
論
考
も
楽
し
い
。
著
者
の
推
理
の

道
筋
が
わ
か
る
文
体
と
構
成
に
も
好
感
が
持
て
る
。「
中
山
装
」
が
近

代
中
国
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
た
の
と
同
様
、
日
本
か
ら
来
た
女
性

教
員
の
束
髪
を
模
し
た
「
東
洋
髻
」
や
、
伝
統
的
な
上
衣
下
裙
を
質
素

に
し
た
「
文
明
新
装
」
が
近
代
中
国
女
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
こ
と

は
と
て
も
興
味
深
い
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（
近
代
化
）
は
勤
勉
を
尊
び
、
単

純
化
と
画
一
化
を
伴
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
前
近
代
の
装
飾
過
多
の
服
装

は
、
い
わ
ゆ
る
「
背
広
」
へ
と
近
代
化
を
遂
げ
た
（
ア
ン
・
ホ
ラ
ン
ダ
ー

『
性
と
ス
ー
ツ
―
―
現
代
衣
服
が
形
づ
く
ら
れ
る
ま
で
』
中
野
香
織
訳
、
白
水

社
、一
九
九
七
年
）。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
「
文
明
新
装
」「
学
生
服
」「
中

山
装
」
に
も
言
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
本
書
を
読
む
と
よ
く
わ
か

る
。
留
学
生
や
教
員
と
い
う
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
集
団
に
着
目
し

て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
著
者
が
集
め
た
個
人
の
手
紙
や
手

記
、
新
聞
雑
誌
記
事
、
そ
し
て
写
真
を
通
し
て
、
彼
女
／
彼
ら
の
生
々

し
い
体
験
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
本
書
を
、留
学
生
た
ち
の
体
験
の
歴
史
、

あ
る
い
は
留
学
を
契
機
と
す
る
文
化
接
触
・
交
流
の
歴
史
と
し
て
読
む

こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
四
章
と
第
九
章
で
は
日
本
に
お
け
る
中
国
へ
の
憧
れ
の
根
強
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
歌
舞
伎
役
者
や
男
性
知
識
人
た
ち
の
「
支
那

服
」
愛
好
、
上
流
だ
け
で
な
く
一
般
層
に
も
広
ま
っ
た
女
性
の
「
支

那
服
」。
日
清
戦
争
後
、
中
国
へ
の
蔑
視
が
広
ま
る
中
、
強
い
憧
れ
が

共
存
し
て
い
る
の
は
矛
盾
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
だ
か
ら
こ
そ
」
な
の

か
？　

楽
し
く
読
み
進
め
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本

書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
少
し
、
問
題
提
起
を
し
て
み
た
い
。
著
者
は
、

「
相
互
認
識
か
ら
相
互
摂
取
ま
で
」
と
い
う
副
題
に
も
示
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、「
相
互
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
こ
に
対
等
な
者
ど

う
し
の
や
り
と
り
、
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
蔑
視
の
よ
う
な
こ
と
に
も
言
及
さ
れ
て
は
い
る
の
で
あ
る

が
、
前
近
代
に
お
け
る
帝
国
清
の
ア
ジ
ア
支
配
、
近
代
に
お
け
る
日
本

の
ア
ジ
ア
侵
略
と
い
っ
た
政
治
力
学
に
は
敢
え
て
踏
み
込
ま
な
い
、
と

い
う
の
が
著
者
の
立
場
で
あ
る
よ
う
に
評
者
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
少

し
物
足
り
な
く
感
じ
た
。
対
等
で
は
な
い
関
係
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も

反
映
さ
れ
る
。
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
と
の
ク
ロ
ス
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
服
を
取
り
換
え
て
着
る
こ
と
）
に
つ
い
て
は
イ
・
フ
ァ
ジ
ン
が
「「
キ
モ
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ノ
」
を
着
る
女
性
―
―
植
民
地
末
期
の
文
化
的
ク
ロ
ス
・
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
問
題
」（『
大
衆
叙
事
研
究
』
27
号
、
二
〇
一
二
年
）（
韓
国
語
、
題
名
は

拙
訳
）
で
そ
の
政
治
性
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
は
著
者
と
い

う
よ
り
学
界
全
体
の
課
題
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
今
後
は
韓
国
朝
鮮
、

琉
球
、
台
湾
も
含
め
た
東
ア
ジ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
政
治
学
を
見
据

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
論
旨
と
直
接
は
関
わ
ら
な
い
が
、
本
書
に
お
い
て
校
正
の

甘
さ
が
目
立
つ
こ
と
を
敢
え
て
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
日
本
語

が
第
一
言
語
で
な
い
著
者
が
、
日
中
の
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
、
こ
れ

だ
け
の
著
作
を
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
当
に
尊
敬
に
値
す
る
。
助
詞
の

使
い
方
は
日
本
語
の
幅
と
し
て
許
容
さ
れ
る
と
思
う
。
し
か
し
明
ら
か

な
誤
植
等
も
目
立
つ
。
こ
れ
は
著
者
の
責
と
い
う
よ
り
寧
ろ
教
育
組
織

や
出
版
体
制
の
問
題
で
あ
る
だ
ろ
う
が
、
学
術
的
意
義
の
非
常
に
高
い

本
書
に
と
っ
て
誠
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値
が
減
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本

書
は
、
日
本
・
中
国
の
文
化
史
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
研
究
者
だ
け
で
な

く
、
広
く
ア
ジ
ア
の
近
代
史
、
外
交
史
、
文
学
、
芸
術
を
学
ぶ
人
々
に

と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
。
一
読
を
強
く
お
薦
め
す
る
。

（
も
り
・
り
え　

日
本
女
子
大
学
）
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